
 

 

 

 

                                          
 

 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この事業は、八千代市より委託を受け、特定非営利活動法人 子ども劇場千葉県センターが

運営しています。＜放課後子ども教室専用電話番号＞ ０９０－８８７９－４８６２  

登録者 10/30 現在 

6８名 

№25 
10 月 30 日 

発行/特定非営利活動法人 子ども劇場千葉県センター  TEL:043-301-7262 FAX:043-301-7263 

    〒260-0031 千葉県千葉市中央区新千葉２－１７－６サンコート新千葉１０２号 

○印開催日 全１３回   

 

11 月より冬季時刻となり帰りの時間

が早まります。 

◆終了時間 １６：１５ 

 

＜放課後子ども教室専用電話番号＞ 

０９０－８８７９－４８６２ 

 

ご意見、ご要望、お問い合わせは、直接専用電話番号へご連絡ください。  

＊開催日にお電話ください 

 

日 月 火 水 木 金 土 
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11 月の開催日 

＝特別ブログラム＝ 

★１１月２０日（水） 

すくすく文庫岡山さん「読み聞かせ」 

子どもたちにぴったりな本を選んで、読み聞か

せ。子どもたちが読むこともあります。 

 

五感をフルに働かせつつ、周りを見ることも必要にな

ってくるのです。思い通りにならないことも多いです

し、戦略的な妨害（いじわる）を受けることもあります

が、逆に妨害した側が不利になったりすることも。人と

人が対戦しているのですから、いろんなことが起こりま

す。勝ったり負けたりして楽しみながら、実はコミュニ

ケーションの取り方をたくさん積んでいます。ボードゲ

ームはコミュニケーショを取る良いツールとなります

が、それは楽しんで遊ぶことが大前提です。大人もこど

もも楽しく遊んでいる時にその力を発揮します。 

子どものうちに、さまざまな場所で人と接し、コミュ

ニケーションの取り方を学んでいくことがとても大切

だと思います。ボードゲームで人と接する楽しさを知る

ことに繋がってくれることを願っています。 

 

コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションのののの取取取取りりりり方方方方をををを学学学学べるべるべるべるボードゲーボードゲーボードゲーボードゲームムムム    

放課後子放課後子放課後子放課後子どもどもどもども教室教室教室教室ボランティアボランティアボランティアボランティア    児玉裕子児玉裕子児玉裕子児玉裕子    

    

八千代市立村上北小学校の放課後子ども教室「ほうか

ご わくわく クラブ」で月に１度の「カード＆ボード

ゲームの日」を担当して２年目になります。子どもたち

もスタッフのみなさんもゲームに慣れてきて、毎月楽し

みにしていただいています。 

ボードゲームと言えば日本では「オセロ」や「人生ゲ

ーム」、カードゲームでは「UNO」などが有名ですが、

わくわくクラブではボードゲームの盛んなドイツのも

のを中心に、運、瞬発力、記憶力、注意力、戦略・・・

と様々な勝利要素を持つジャンルのゲームを用意し、ス

タッフも子どもも学年も入り混じって遊んでいます。 

「ゲームの日」を始めたころは、運がすべての「すご

ろく型ゲーム」が気軽に参加できて人気がありました

が、最近はそれに加え、相手の手を読むことが必要な戦

略型のゲームも楽しめるようになってきました。こうい

ったゲームになると、他のプレーヤーが出したカードを

覚えておいたり、相手の表情を見て手を読んだりするこ 

とが必要になってくるので、対戦相手に関心を持ってい

ないと勝つことができません。 

 

子ども劇場千葉県センターが発行している情報紙に、「カードボードゲーム」

ボランティアの児玉裕子さんが寄稿してくださいましたので、ご紹介させてい

ただきます。（2013 年 10 月 10 日発行 ぐるっと房総 第 70 号より転載） 


